
 

 

 

スタート・カリキュラムで期待する子供の姿 

〇 安心して自分を発揮できる子 

〇 みんなと楽しみながらかかわり,好奇心をもつ子

〇 思いをふくらませ，考えを広げる子 
 



 

 

 



 

１ スタート・カリキュラムを編成するにあたって 

学習指導要領の改訂にあたり，幼児期に育成する資質・能力と小学校低学年で育成する資質・能力

とのつながりを意識したカリキュラムレベルでの接続のあり方が問われ，そこでの生活科の果たすべき

役割に期待がかかっている。前回の改訂でも，スタートカリキュラムについては，幼児教育との円滑な

接続のために必要であるとされてきた。しかし，その実施の実態をみると，スタート・カリキュラム＝

適応指導のみととらえられることが多く，「生活科を中核した」姿となっていないことが指摘されてい

る。 

今回の改定では「幼児期における遊びを通した総合的な学びから他教科における学習に円滑に移行

し，主体的に自己を発揮しながら，より自覚的な学びに向かうことが可能になるようにすること」を小

学校入学当初に大切にしたいとされている。その際は，「生活科を中心とした合科的・関連的な指導

や，弾力的な時間割の設定を行うなどの工夫をすること」とあり，生活科を中心としたスタート・カリ

キュラムの編成についてしっかりと明記されている。 

そこで，生活科の役割や単元構想を生かし，幼児期の終わりまでに身に付けたい１０の資質・能力

をつなげる小学校入学時のカリキュラム編成を「生活する力」「かかわる力」 

「学ぶ力」の三観点で考えた。 

 

幼児期の資質・能力を小学校につなぐカリキュラムイメージ図 
図１からみることができるものをカリキュラム・マネジメントの視点で，幼児教育で育ててきた資

質・能力を小学校低学年教育のどの教科でどうつなぎ，育てることができるのかを考えたものが次の図

である。 

図１ 



 

 

これからの資質・能力は図２のように小学校の各教科を通して「学びに向かう力・人間性等」「知

識・技能の基礎」「思考力・判断力・表現力の基礎」として育ってくる。そしていずれの資質・能力を

育てることにもかかわってくるのが生活科なのである。 

２ 資質・能力のつながりを意識したスタートカリキュラムの提案 

幼児教育で培ってきた資質・能力は生活科を核としたスタートカリキュラムで小学校で育てたい資

質・能力とどうつながるのかを学校探検の単元構想に表し，図３のように生活科の役割を明らかにし

た。ここでは，時数や関連教科・内容・適応指導の扱いも明確にしている。 

今生活科に求められているのは，幼児期の「学びの芽生え」をしっかり受け継ぎ，生活科の授業の

中でそれを引き出し，思考と結びつけ，表現させることで自覚化させ，「自覚的な学び」または「深い

学び」にすることである。生活科は幼児期からの学びをつなぎ，目覚めさせる大役を担っている。「学

びの接続」とはまさに生活科の果たすべきところである。 



 

 



 

そのため，適応指導と生活科の学習との混同を避けなければならない。図３でも示したとおり，小

学校への適応指導としての生活指導や仲間作り，ソーシャルスキルトレーニングなどは，学級活動や道

徳で行うべきである。これらをスタートカリキュラムの最初に据えるのは大切なところであるが，これ

こそが生活科の授業と理解されるようなことは避けなければならない。 

「学びの芽生え」をしっかり受け継ぎ，生活科の授業の中でそれを引き出し，思考と結びつけ，表

現させることで自覚化させるために生活科を中核とした単元構想をしていくことが大切である。図４に

は，生活科の内容から他教科への関連を考えた全体構想を示した。スタートカリキュラムに生活科を入

れて，何でもやらせればよいという意味ではない。図 

４の発想は以下のような考え方のもとに作られている。 

 

カリキュラム・マネジメント＞スタートカリキュラム＞生活科 

 

今年度，附属函館小学校は今まで述べてきたような考え方をもとに，スタートカリキュラムを編成

した。同じ敷地内にある附属幼稚園との連携も十分とはいえない中，先行実践や新学習指導要領をもと

に編成した新しい取組であるため，今年度の実践をもとに改善していかなければならない点が多数ある

と思われる。今回の編成がどうであったか検証し，来年度につなげていきたいと考えている。 



 

北海道教育大学函館小学校 2019 年度 スタート・カリキュラム単元配列表 

 



 

がっこうだいすき みんななかよし（２９時間扱い） カリキュラム・デザイン

図 

 

図４ 



 

 

 



 

2019年度 附属函館小学校 スタートカリキュラム 

 

幼児期においては，園の生活における一日の流れの中で，夢中になって遊んだり，共通の目的の実現に

向けて協力してやろうとしたり，活動の区切りでは気持ちを切り替えて，しなければならないことを自覚

したりするようになることなどを大切にしている。小学校においても，幼児期のこうした発達や学びを土

台とし，児童が興味・関心をもったことを一人一人のペースで追究していけるような，ゆったりとした時

間の流れの中で，少しずつ小学校での学習や生活に慣れていくようにするための工夫がもとめられる。 

そこで，弾力的な時間割を設定した。特に，入学当初は登校してからの時間や朝の会から 1 時間目など

について，幼児期の生活リズムや園での過ごし方を参考に，幼児期に近い生活ができるようにした。朝の

会から 1 時間目を連続した時間とし，幼児期に親しんできた遊びや活動を取り入れたり，友達と仲良く交

流する活動を行ったりする。こうすることで，楽しい気持ちで 1 日の学校生活を始めることができるよう

にすること，児童が慣れるまで同じ活動を同じ時間で繰り返したり，慣れてきたら少し発展的な内容にし

たりしている。なお，この時間については，授業時数以外の教育活動として位置づけている部分と，各教

科の目標や内容に沿うものについては各教科の時数で実施することにしている。 

また，この時期の児童の発達の特性に配慮し，学びの特徴を踏まえて，10 分から 15 分程度の短い時間

で時間割を構成したり，児童が自らの思いや願いの実現に向けた活動をゆったりとした時間の中で進めて

いけるように学習活動を２時間続きで設定しているところもある。 

このような弾力的な時間割の設定については，スタートカリキュラムを実施する期間の週案に位置づけ

ることで，計画倜・組織的な取組として学校全体で共通理解を図りながら進めていくことができる。ま

た，週案の作成は，単元配列表を実践に向けて具体化するためにも必要なことである。その際，児童の成

長の姿を評価しながら，それらを生かして週案を作成することはもとより，見直しを加えながら改善して

いくというカリキュラム・マネジメントの視点が欠かせない。 

週案を作成するにあたり，スタートカリキュラムを構成する活動の要素を以下の通りに示しておく。週

案を見る際は，この活動がどの要素に当たるのかを確認して見ていく必要がある。 

 
また，週案作成にあたり，大切にしてきたことを表２のようにまとめた。 



 

 

教 科 国 語 算 数 生 活 音 楽 体 育 図 工 特 活 道 徳 行 事 

週時数  1 0  2 2/3  0 0  7 1/3  1 

合 計  1 0  2 2/3  0 0  7 1/3  1 



 

附属函館小スタートカリキュラム 

 

学校生活に慣れるとともに，喜びを感じ

ながら安心して生活することができる 
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教 科 国 語 算 数 生 活 音楽 体 育 図 工 特 活 道 徳 行 事 

週時数  1  0 2  2/3 0  0  7  1/3  1 

合 計  1  0 2  2/3 0  0  7  1/3  1 

〇 学校生活に慣れるとともに，喜びを感じなが
ら安心して生活することができる 

〇 学校での活動に楽しさを感じ，進んでかかわ

り合うおうとする 



附属函館小スタートカリキュラム 〇 学校での活動に楽しさを感じ，進んでかかわ
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